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子育て期にある香港人家族の家族機能のエスノグラフィー

一家族機能遂行の方略に焦点をあててー

本田順子I) 法橋尚宏2)

要旨

子育て期にある香港人家族がどのような家族機能を果たしているかをエスノグラフイーにより明ら

かにし，日本人家族への示唆を得ることを本研究の目的とした．参加観察，インタピュー，統計資料・

書籍から，子育て期にある香港人家族の家族機能に関するデータを収集した．

データ分析により， 11のカテゴリーが抽出された．家庭内外労働の負担は夫婦問で均衡化し，夫婦

が共同で役割を遂行していた．一方，夫婦だけでは遂行できない育児や家事労働は夫婦外へ委譲して

おり，親族ネットワーク，住み込みのアマ（外国人家事労働者），外食産業などの外部資源の活用によっ

て家族機能を補完していた．少産により子どもの数が減少し，過熱する早期教育への取り組みがみら

れ，家計を圧迫する住居費・教育費の負担があった．生活を維持するための最低限の住居環境で生活

しており，日常生活で健康意識が散見されるが，生活習慣・環境に起因する健康問題を抱えているこ

とが明らかとなった．娯楽は居宅内を中心として享受していた．宗教については，現実生活のために

利用しているが，低い宗教意識からくる宗教の形式化がみられた．

核家族化・晩婚化・少子化・女性の労働参与が日本よりも進行している香港人の家族機能のありよ

うと照らし合わせると，日本人家族においても，家庭内外労働の夫婦問での均衡化，夫婦だけでは遂

行できない役割の夫婦外への委譲を検討していきたい．
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しはじめに

近年，わが国では，核家族化・少子化による家族

規模の縮小，地域共同体の崩壊による核家族の孤

立1）などにより，良好な家族機能レベルの維持が難

しくなっている．さらに，女性の家庭外就労の増加，

個人化の進展は，家族が危機に対処して動員しうる

人的資源を減少させることにより家族の危機対処能

力を弱め，子育てなどの機能を弱化させている 2).

このように，子育て期にある家族の家族機能の評定と

それを維持・向上するための支援が求められている．

1）神戸大学大学院医学系研究科保健学専攻

2）神戸大学医学部保健学科小児・家族看護学分野

家族は社会や文化と交互作用しており，家族をア

セスメントする際には文化背景も考慮しなければな

らない3）.そこで，通文化的な質的研究から家族機

能遂行のありょうを明確にできると考え，日本と同

様な社会変化に直面している中華人民共和国香港特

別行政区（以下，香港）に着眼した6 香港は，歴史

的背景から西洋文化の影響を受け，中国の伝統文化

と混在した独自の文化をもっ4）.また，香港では核

家族化・晩婚化・少子化・女性の労働参与が日本よ

りも進行しており，これらの最近の統計データの動

向をみると，日本も将来は現在の香港と同じ情勢に

なるかも知れない．なお，香港では，核家族は66.2

%，平均初婚年齢は男性32.1歳，女性30.0歳（以上，

2001年）5），合計特殊出生率は0.94，女性の労働参加
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率は25歳以上29歳以下では87.l %, 30歳以上34歳以

下では76.6%, 35歳以上39歳以下では68.9%である

（以上， 2003年）6). 

以上から，子育て期にある香港人家族がどのよう

に家族機能を遂行しているのかを質的に明らかにし，

それをもとに日本人家族への示唆を得ることを本研

究の目的とした．質的研究法として，多次元的要素

を包括的に取り扱い，文化集団が行っていることの

理由を理解し，記述するためのエスノグラフイー7)

を採用した．

II.対象と方法

1）対象とデータの収集方法

2002年7月から2005年11月に，参加観察，フォー

マル・インタピューとインフォーマル・インタピュ一

統計資料・書籍から，子育て期にある家族（養育期

の子どもがいる家族と操作的に定義）の家族機能に

関するデータを収集した．

参加観察は，家族機能の遂行に焦点をあて，家族

が家族内に果たす役割と家族が社会に果たす役割に

注目しながらへ家族の生活の場である自宅と家族

と関係のあるフィールド（職場，教育・保育機関，

生涯学習施設，保健・医療・福祉施設，利便施設，

教養・娯楽施設，宗教施設など）で行った．フィー

ルドの視察から始まり，家族や現場関係者との会話・

会食・娯楽，ボランテイアによる運営支援・相談な

どにより信頼関係を築き フィールドに参与しない

観察者8）というレベルからフィールドへの関与の度

合いを上げ，完全な参与8）ができるレベルになった

時点で，どういったデータをとりたいかという点を

考慮してフィールドへの関与の度合いを決め，最も

適切であると思われる立場で参加観察を行った．見

聞きしたもの，観察者の印象や感想なども含めてメ

モをとり，写真撮影や絵を描くことで視覚的なデー

タも収集した．これらすべてをまとめてフィールド

ノーツを作成した．なお，倫理的配慮については，

現場責任者に研究の主旨，匿名性の保持と本研究の

目的以外にデータを使用しないことなどを口頭で説

明し，参加観察の許可を得た．さらに，現場関係者

をはじめ多くの人と接触するため，自己紹介や研究

の主旨の説明をその都度行って不審を抱かれないよ

うに配慮するとともに，データの管理と個人情報の

保護を遵守した．

インタピューについては 参加観察や既存の文献・

資料削9）一日）などをもとに家族機能に関するインタビュー

ガイド（情緒，生殖，養育，住居，経済，ヘルスケ

ア，休息，娯楽，宗教の機能から構成し，家族が家

族内に果たす役割と家族が社会に果たす役割を明ら

かにする項目）を作成し，半構成面接を実施した．

対象者は，スノーボールサンプリングにより選定し

た香港在住の子育て期にある香港人家族，参加観察

の現場関係者（会社員，教員，看護師，医師，ソー

シャルワーカーなど）とした．研究の主旨，匿名性

の保持と本研究の目的以外にデータを使用しないこ

となどを口頭で説明し，研究への参加同意が得られ

た対象者に対して，必要に応じて香港人の同時通訳

者2名が同席のもとでインタビューを実施した．そ

の内容は許可を得て録音し，日本語の逐語録を作成

した．

統計資料・書籍については，香港政府統計慮出版

の統計資料自），香港政府のWeb，香港大学図書館所

蔵の書籍・文献叫lぺ日本で出版されている書籍9)10)

などから必要事項を抽出した．

2）データの分析方法

フィールドワークの過程で，参加観察や統計資料・

書籍から得られたデータをインタビューで確認し，

インタピューで得られたデータを参加観察や統計資

料・書籍で確認しながら，複数の技法を組み合わせ

て多角的にデータ収集を行うことで，データの妥当

性を高めた．

フィールドノーツ，逐語録，統計資料・書籍をデー

タとした．すべてのデータを理解可能な最小単位の

言葉や文章ごとにオープンコード化し，家族機能に

焦点、をしぼったコーデイングをへて，共通の内容を

もつものを集めてカテゴリーを組んだ．さらに，カ
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テゴリー内とカテゴリー聞の関係性を理由や背景な

どに着目して統合した．この過程から，家族機能遂

行の方略というテーマにそって，内容やその意味，

背景，手段に着目して，カテゴリーを再統合した．

研究プロセスおよび分析内容に関して，香港人家族

を研究している日本人6人と中国人 1人でカテゴリー

について合意が得られるまで検討を重ねた．

Ill.結果

香港への渡航は合計 7回で，フィールドワークは

延べ55日間行った．なお，インタビューの対象のう

ち，スノーボールサンプリングにより選定された子

育て期にある香港人家族は 7家族であり，居住地は

香港の全エリア（香港島は l家族，九龍は 2家族，

新界は 4家族）にわたっていた．夫の年齢は34.7± 

5.8歳（範囲は27歳から47歳），妻の年齢は32.6土

7.3歳（範囲は24歳から44歳），共稼ぎ家族は 7家族

中4家族であった．家族の年収は，平均380,100土

285,900香港ドル（約532.l万円）で，範囲は168,000香

港ドル（約235.2万円）から1,000,000香港ドル（約

1,400.0万円）と幅広い収入階層を含んでいた．子

どもの数は1.14±0. 36人（範囲は l人から 2人），

子どもの年齢は5.3±4. 5歳（範囲は 0歳から11歳）

であった．このフォーマル・インタピューの所要時

間は， l家族につき 101.42±32. l分（範囲は52分か

ら143分）であった．

フィールドワークで得たすべてのデータを包括的

に分析した結果， 11のカテゴリーが抽出された（表

1 ) .カテゴリーは［ l，サブカテゴリーは『 l

対象者の言葉は「」を用いて記述した．

表 1.子育て期にある香港人家族の家族機能

カテゴリー

［出生力の抑制による少産］

［夫婦以外の人手による子育ての補完1

［過熱する早期教育への取り組み］

［夫婦問で均衡化した家庭内外労働の負担］

【家事労働の夫婦外への委譲］

［家計を圧迫する住居費・教育費負担］

【生活を維持するための最低限度の住居］

［居宅内を中心として繰り広げる娯楽の享受］

［低い宗教意識からくる宗教の形式化］

【日常生活で散見される健康意識］

｛生活習慣・環境に起因する健康問題の保有］

I出生力の抑制による少産］

サブカテゴリー

『晩婚化・晩産化にともなう少産J『親の希望による出生力減退』

『信頼できる親族と連携した子育て』『外国人家事労働者が従事する子育て』『近隣住民から

孤立した子育て』

『幼稚園からの早期教育の提供』『過熱した学校外教育の展開』

『共稼ぎの一般化による生活の維持』『夫婦問で均衡化した家事労働の負担』

『家族員化するアマによる家事労働J『炊事の夫婦外への委譲』

『家計を圧迫する住居費の負担J『教育への高額な投資』

『高層化・高密度化した共同住宅での暮らし』『照度の低い光環境での暮らし』『核家族化を

余儀なくする狭小住居』

『視聴覚メディアを使った居宅内中心の娯楽の事受』『居宅外での家族との娯楽の共有』

『無宗教であると白認』『宗教を現実生活のために利用』

『日常生活に取り入れられた健康増進活動』『老親に対する健康的配慮』

『生活習慣に起因した子どもの健康問題の保有』『大気汚染に起因した健康問題の保有』

平均初婚年齢は， 1991年に男性30.5歳，女性28.2歳

であったが， 2001年に男性32.1歳，女性30.0歳とな

り，晩婚化が進行していた．高学歴化と女性の労働

参与の増加がその背景にあった．また，合計特殊出

生率は1991年では1.28, 2001年では0.93であり，顕

著に低下していた．第 1子をもっ年齢が上昇し，再

生産期聞が短縮することにより少産をもたらし，

『晩婚化・晩産化にともなう少産』が認められた．

統計では 1家族あたりの子どもの数は1.5人であり，

インタピューの対象者家族においても 1.14人と少な

かった．次子の計画に対しては「もう十分j「お金
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がかかるから」「子どもの世話は大変だから」と，

l人か2人の子どもを望んでおり，『親の希望によ

る出生力減退』が起きていた．

【夫婦以外の人手による子育ての補完】

アマ（外国人家事労働者）が約22万人おり，最低

賃金は月額3,320香港ドル（約46,480円）と安価に

規定されているので，子育て期では「40%くらいの

共稼ぎ家族がアマを雇っているj実情があった．ア

マの主な業務は家事労働と育児であるが，「他人は

信用できない」「他人に子どもを世話してもらうよ

り親族の方がいいJと親族に子どもをあずけたいと

いう思いが強く，アマの最低賃金よりも高額な養育

費を両親に支払う夫婦もいた．また，近隣に住むきょ

うだいから育児サポートを受けている夫婦や，子ど

もは夫婦の両親と同居し，休日にのみ両親宅へ子ど

もに会いに行くという夫婦もあり，『信頼できる親

族と連携した子育て』を希望していた．両親が有職，

高齢，他界などの理由で，両親からのサポートが得

られない夫婦はアマを雇い，『外国人家事労働者が

従事する子育て』にならざるを得なかった．一方，

「子どもの世話をするから」という理由で就業せず

に子育てに専念する妻がおり，「隣とは挨拶だけ」

「近所の人と関係はないJ「近所からの支援は考えて

いない」と近隣との関係が希薄化する中で，『近隣

住民から孤立した子育て』をしていた．

【過熱する早期教育への取り組みl

統計では95%の子どもが就学前教育に参加してお

り， 89%が幼稚園に通園していた．イギリス領であっ

たという歴史的背景から英語教育が盛んであり，中

国返還後は中国語（普通話）教育も取り入れられ，

幼稚園から語学教育を行っていた．また，「幼稚園

は勉強をするところJという認識があり，算数や理

科などの学習時間もあり，『幼稚園からの早期教育

の提供』があった．さらに，宿題もあるので，

「（毎日）娘の宿題を確認します」というように，

母親は日々の子どもの学習を支援していた．また，

学習塾に通う子どもも多く，『過熱した学校外教育

の展開Jがみられた．

【夫婦問で均衡化した家庭内外労働の負担】

インタピューの対象者家族の中で共稼ぎ家族は

57. 7%であり，有職である妻の雇用形態は全員が常

勤で，深夜までの長時間労働をしていた．その共稼

ぎ家族では，夫の年収は158,000士55,281香港ドル

（約221.2万円），妻の年収は157,750土59,500香港ド

ル（約220.9万円）であり，夫婦の賃金格差はなかっ

た（労働者の月収の中央値（2003年）は10,000香港

ドル）．「香港ではたいていが共稼ぎですJ「l人の

給料では家族を扶養できないJというのが共稼ぎの

理由であり，『共稼ぎの一般化による生活の維持J

が行われていた．性差が少ない労働条件であるため，

家事労働においても「（仕事が）休みの方がする」

と夫婦が平等に分担しており，『夫婦問で均衡化し

た家事労働の負担』になっていた．また，妻が無職

の場合でも夫が食事準備や掃除を分担するなど，夫

が家事に参加していた．

【家事労働の夫婦外への委譲］

アマは住み込みが一般的であり，家族員のように

育児や家事に従事していた．雇い主である家族は，

アマの仕事の質を向上させるためにアマとの関係を

良好に保ちたいと考えており，「アマは家族だJと

認識し，『家族員化するアマによる家事労働』がみ

られた．「仕事があるから子どもを育てる時間がな

いJと，アマに育児を任せて就業することに抵抗が

ない家族も少なくなかった．アマを雇用している家

族ではアマが毎日の食事を準備するが，アマを雇用

していない家族は「休日の夜だけ作る」程度で，平

日のほとんどは外食で済ましていた．中華料理をは

じめとする飲食店が遍在し，外食への抵抗感が弱い

ので外食産業が一般化していた．専業主婦であって

も「食事を作るのが嫌い」「（外食しても）安いj

という理由で外食しており，『炊事の夫婦外への委

譲』が行われていた．

｛家計を圧迫する住居費・教育費負担】

統計で家計支出をみると，低所得者層では家賃が

29. 5% （あるいは住宅ローンが45.0%），高所得者

層では家賃が15.0%（あるいは住宅ローンが23.0%) 
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を占めていた．「香港では家が一番の問題j という

ように家計支出で住居費が占める割合が高く，『家

計を圧迫する住居費の負担』があった．また，前述

の［過熱する早期教育への取り組み］にともない，

保育料や学費だけでなく，学校外教育やより充実し

た教育機関に子どもを入学させるために『教育への

高額な投資Jをしていた．

［生活を維持するための最低限度の住居】

人口密度（2001年）が高く，例えば，観塘は49,861人

/knl，黄大仙は47,810人/knlであった．立ち並ぶ高層

マンションに核家族が集積しており，『高層化・高

密度化した共同住宅での暮らし』をしていた. 2段

ベッドで寝る空間を確保したり，リビングに子ども

の学習机を設置したりと，狭い居住空間で生活して

いた．ベランダがないのが一般的で，洗濯物は室内

や室外の共用廊下で干したり，窓、から長い竿を伸ば

して干していた．高層マンシヨンが密集しているの

で日当りが悪く，照明も暗く設定されていることが

多く，『照度の低い光環境で、の暮らしjをしていた．

また，平均世帯人数は1986年では3.7人， 2001年で

は3.1人，核家族の割合は1981年では54.4%, 2001年

では66.2%であり，核家族化が進んでいた．インタ

ピューの対象者家族はすべてが核家族で，「家が狭

いから」という理由で拡大家族が一緒に住むことが

難しく，『核家族化を余儀なくする狭小住居jであっ

た．

［居宅内を中心として繰り広げる娯楽の享受］

居宅内では「テレビやDVDを観るj「ゲームをする」

ことで余暇を過ごすことが多く，『視聴覚メディア

を使った居宅内中心の娯楽の享受』をしていた．一

方，休日は「家族でショッピング」「子どもと公園」

といった外出に加え，草原や岩山でのハイキング，

周辺の島々での海水浴やサイクリングなどもしてお

り，『居宅外での家族との娯楽の共有』がみられた．

I低い宗教意識からくる宗教の形式化］

仏教，道教，基督教，儒教などがあるが，「信仰

している宗教はないjというように『無宗教である

と自認』する家族が多かった．無宗教といいながら

も，玄関に祭壇が設けてあったり，室内に風水関連

物が飾られていたり，「風水を信じてよく Blっ越し

をします」「ビジネスマンは風水が好き」との発言

がみられた．店舗内や通りに見られる祭壇，寺院で

熱心に礼拝する姿から信仰心も見受けられ，『宗教

を現実生活のために利用Jしていた．

［日常生活で散見される健康意識］

西洋医学以外に伝統中国医学が根付いており，両

者が用いられていた．風邪などのときに飲む漢方薬

入りのお茶（感冒茶），健康に良いとされる漢方薬

入りのゼリーなど，伝統的な健康食品を販売する店

舗が多数あった．「スポーツジムに通っている」こ

とや，早朝の公園で主に高齢者が太極拳をしている

ことなどから，『日常生活に取り入れられた健康増

進活動』がみられた．また，別居している『老親に

対する健康的配慮』がみられ，頻繁かつ定期的に両

親宅を訪問したり，両親宅の近所に居住している家

族もあった．

【生活習慣・環境に起因する健康問題の保有］

衛生署の報告では，子どもの健康問題として肥満，

う蝕，視力異常があげられ，『生活習慣に起因した

子どもの健康問題の保有』がみられた．また，香港

では大気汚染が社会問題となっており，毎朝のニュー

スで空気汚染指数が報道されるなど，大気汚染に対

する関心が高かった．大気汚染の原因として，交通

量が多く，タクシーなどの自動車に使用されている

燃料の多くがディーゼルであること，高層ビルが多

く空気の流れが悪いことがあった．『大気汚染に起

因した健康問題の保有』が指摘されており，慢性呼

吸器疾患による死亡率（人口10万対）は30.0で，日

本の10.8に比べて約3倍であった．

IV.考察

1. 子育て期にある香港人家族の家族機能遂行の

ありょう

香港には，男は外，女は内という伝統的な「男主

外女主内的分業」の考えがある 9）が，共稼ぎという
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ライフスタイルにあわせて夫婦の役割の均衡化が図

られているといえる．また，育児や家事を夫婦外に

委譲することに抵抗感が弱いので，夫婦だけでは遂

行できない役割を住み込みのアマなどが担当するこ

とで家族機能を遂行しているという特徴がみられた．

以下では，大橋の家族機能の分類l川こもとづいて諸

機能を考察していく．

1）生殖機能，養育・教育機能

合計特殊出生率が顕著に低下しており，抜本的な

少子化対策が急務といえる．親族ネットワークやア

マの存在があるので，養育・教育機能が確保できな

いために少産になるのではなく，晩婚化・晩産化と

夫婦の希望から少産が生じていると考えられる．

育児は夫婦外に委譲しているが，子どもの教育へ

の関心は強い．家事労働を外在化することで，教育

に時間をかけやすいと考えられる．しかし，とくに

労働階級の母親は子どもの学業成績が高いことを重

視しており 13），子どもの情操面の発達に注目するこ

とが少ないのが懸念される．

2）経済機能

夫婦の賃金格差がほとんどなく，香港人の最大の

関心事は自己の利益と経済的利益4）であることから，

共稼ぎ家族が多くなっていると考える．また，夫婦

の労働条件には差が少ないので，夫婦の役割負担も

均衡化していると考えられる．ただし，炊事は妻の

就労の有無を問わず，外食産業に委譲している部分

が大きい．外食産業の一般化は，香港庶民の伝統的

な飲茶の習慣や，狭い土地柄のために店舗が必要で

ない屋台，弁当屋，仕出し屋が香港の食の代表であっ

た口）という歴史的背景からも理解できる．

また， l人あたりの国民総所得は26,660米ドルで，

世界27位（2004年）と高いが， 10人に 1人は貧困ラ

イン以下であり lペ所得格差を示すジニ係数叶ま0.525

(2001年）である．ジニ係数が0.5以上は，特段の事

情がない限り早急な是正が必要な状態であり，香港

は貧富の差が激しいといえる．したがって，経済格

差が家計の支出の多くを占める住居費と教育費に反

映され，住居機能や教育機能の遂行に影響すると考

えられる．

3）住居機能

香港の人口密、度は，東京都23区（2004年）の13,606人

／凶に比べても極めて高く，生活を維持するための

最低限度の住居が余儀なくされ，それが核家族化の

要因になっていると考えられる．窓から長い竿を伸

ばして洗濯物を干している光景は香港の生活風景を

代表するものであるが，これは狭い居住空間で家族

が生活するための知恵ともいえる．

4）娯楽機能

とくに平日は，夫婦共稼ぎで長時間労働なので娯

楽の時間は確保しにくく，居宅内で娯楽を享受する

ことになると考える．ただし，テレビやDVDの鑑賞

が中心であり，家族の会話が促進されにくいと考え

られる．一方，休日には家族揃って外出しており，

貴重な家族団壌の時間になっていると思われる．

5）宗教機能

日常生活の中に形式化した宗教が浸透し，一見す

ると信仰心が厚いように見受けられる．しかし，宗

教意識は高いとはいえず，現実生活のために宗教を

利用していることが明らかになった．日本の現代社

会においても家族宗教が弱まったと指摘されてお

りlヘ日本人と同様に香港人家族が宗教活動を行う

機会は少ないといえる．

6）保護機能

伝統的な親族維持・団結の観念9）から親族ネット

ワークが維持され，伝統的な習慣が継承されやすく，

伝統中国医学にもとづいた健康増進行動が生活に根

付いていると考えられる．一方で，現代の生活習慣・

環境に起因した健康問題が発生しており，ライフス

タイルや環境汚染対策を見直す必要があろう．また，

2003年のSARS（重症急性呼吸器症候群）の蔓延は，

下水設備の不備，狭いアパートの密集，エレベーター

などのような公共の場所での人との接触が原因であっ

た19）.これを契機に各所の衛生状態が改善され始め

ておりペ家族の保護機能の向上も期待される．

2.子育て期にある日本人家族の家族機能への示唆

同様な社会問題に直面している日本と香港ではあ
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るが，家族機能を遂行するための方略に相違がみら

れた．日本の女性の労働参加率は， 25歳以上29歳以

下では74.0%, 30歳以上34歳以下では61.4%, 35歳

以上39歳以下では62.4% (2004年） 21）であり，前述の

香港に比べると低い．日本でも性別役割分業観に変

化がみられ，ジェンダー観も見直されつつあるが，

妻が家事雑事の大半を担当していることが実証され，

育児や家事への夫の参加は少ない22)23).また， 日本

の既婚女性は家事や育児を重視して，パート形態で

家計の一部を補充する程度の就労が多く，仕事，家

事，育児に対する姿勢に相違があると考える．しか

し，日本の既婚女性も労働参与が増加しておりペ

香港のように性別役割分業観にとらわれず，夫婦が

共同で役割を遂行することが日本人家族においても

必要かも知れない．

また，香港の少子化は，高学歴化と女性の労働参

与を背景にした晩婚化・晩産化から生じている．地

域住民との関係が希薄化し，核家族化により家族規

模が縮小しているが，親族ネットワークやアマの存

在により養育・教育機能を確保している．このよう

に，香港では，親族やアマ，外食産業といった外部

のサポート資源を活用して家族機能を遂行しており，

日本人家族においても利用可能な資源の拡大が望ま

れる．日本では看護・介護分野でフィリピンやタイ

から外国人労働者の受け入れ24）が決定されているの

で，アマのような家事労働者の導入も検討する余地

があると考える．

本研究では，香港における子育て期にある家族の

家族機能遂行の方略を明らかにした．スノーボール

サンプリングにより選定された 7家族は，家族員の

年齢，居住地，収入などから子育て期にある平均的

な家族から逸脱していないと思われる． 7家族から

のデータは，エスノグラフィーから得られた分析デー

タの一部であるが，さらに家族からのデータを蓄積

していくことが望ましい．今後もフィールドワーク

を継続して家族機能のアセスメントをすると同時に，

家族機能レベルを量的に評価し，日本と香港の比較

を行うことが必要であろう．

v.結論

子育て期にある香港人家族の家族機能として，

【出生力の抑制による少産］ ［夫婦以外の人手によ

る子育ての補完］ ｛過熱する早期教育への取り組

み】 ［夫婦問で均衡化した家庭内外労働の負担］

［家事労働の夫婦外への委譲】 ［家計を圧迫する住

居費・教育費負担］ 【生活を維持するための最低限

度の住居］ ［居宅内を中心として繰り広げる娯楽の

享受】 【低い宗教意識からくる宗教の形式化］ ［日

常生活で散見される健康意識】 ［生活習慣・環境に

起因する健康問題の保有】の11カテゴリーが明らか

になった．とくに，夫婦の家庭内外労働を均衡化す

ること，育児や家事を夫婦外へ委譲して家族機能を

遂行することは，日本人家族においても検討してい

きたい．
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An ethnographic study on family functions of child-rearing households in Hong Kong: 

with a focus on the implementation of family functions 
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This study was conducted with the objective of describing the family functions of child-rearing households 
in Hong Kong in terms of ethnography, and what implications it may suggest to Japanese households. Data on 
the family functions of the Hong Kong households were obtained from participant observation, interviews, 
statistical data and books. 
From the data analysis, 11 categories were extracted. The burden of work in the home and outside was baト

anced between husband and wife, and shared by the two spouses. On the other hand, the delegation of external 
resources, including family networks, 1 ive-in “祖油s”（foreigndomestic helpers), restaurants and others, 
aided in fulfilling the family functions that could not be performed by the spouses alone. There were a dearth 
of births and over-enthusiastic adoption of preschool education, and the family budget was squeezed to pay 
for educational and housing expenses. The family lived in the minimum levels of housing to maintain their 
1 ife, and it was clear that heal th problems originating in 1 iving customs and environment existed, while heal th 
consciousness was found in various aspects of daily 1 i fe. Recreation was centered in the home, and while religion 
was ut i 1 ized for actual 1 iving, it was perfunctorily practiced, indicat ingrelat i vely low religious awareness. 
Comparing the family functions of households in Hong Kong, the trend toward nuclear fami 1 ies, later marriages 

and fewer children, and participation of women in the work force has progressed to an even greater extent 
than in Japan, and we would like to consider how a balance of work is achieved between spouses in the home 
and outside, and delegating to outsiders tasks that could not be performed by the spouses alone. 


